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令和4年4月21日㈭
高橋 洋一氏

テーマ●コロナ後の日本経済再生のシナリオ

令和4年11月19日㈯
おおたわ 史絵氏

テーマ●病気になる人  ならない人

令和4年12月7日㈬
山口 真由氏

テーマ●世界の潮流  日本の選択

令和5年1月30日㈪
坂東 玉三郎氏
テーマ●舞台に生きる

令和4年10月20日㈭
吉田兄弟氏

テーマ●トーク&コンサート

令和4年5月19日㈭
古舘 伊知郎氏
テーマ●常識を疑え

令和4年6月17日㈮
涌井 雅之氏

テーマ●環境革命の時代へ
―生き物を科学する未来づくり―

令和4年7月12日㈫
工藤 公康氏

テーマ●未来を拓くための思考と行動

令和4年8月18日㈭
林家 たい平氏

テーマ●笑顔のもとに笑顔が集まる

令和4年9月15日㈭
森田 正光氏

テーマ●テレビで言えないお天気の
　　ヒミツ、全部教えます

令
和
４
年
度 

ご
登
壇
頂
い
た
講
師
の
方
々

令和４年度〔第31期〕最終号



さ
せ
ぼ
夢
大
学
の
魅
力

佐
世
保
市
三
浦
町
　
畠
本
　
孝
子

　

坂
東
玉
三
郎
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
の
「
さ
せ
ぼ
夢
大
学
」
は
、

令
和
四
年
度
の
締
め
く
く
り
に

相
応
し
い
充
実
し
た
講
演
会
で

し
た
。

　

最
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
、

一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
心

を
込
め
て
答
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
私
が
「
動
画
の
中
で
背
景

に
立
て
ら
れ
て
い
た
屏
風
」
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
た
時
も
、
普

段
か
ら
一
番
長
い
時
間
を
過
ご

す
楽
屋
の
環
境
を
整
え
る
こ
と

を
、
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
た
だ
骨
董

品
を
愛
好
す
る
の
で
は
な
く
、

日
々
を
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と

で
感
性
が
磨
か
れ
る
の
だ
と
、

改
め
て
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
で
の
役
作
り
や

衣
装
の
こ
と
、
歌
舞
伎
の
お
化

粧
法
や
着
付
け
で
の
工
夫
、
三

島
由
紀
夫
氏
や
多
く
の
名
優
の

方
々
と
の
思
い
出
な
ど
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ

き
、
こ
の
講
演
で
益
々
フ
ァ
ン

が
増
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

講
演
会
と
い
う
と
講
師
の
先

生
方
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
中

心
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

客
席
の
受
講
生
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
が
、
更
に
講
師
の
方

の
人
柄
や
考
え
方
、
思
い
な
ど

を
深
く
知
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
生
の
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
る
「
夢
大
学
」
の
魅
力
を

改
め
て
感
じ
、
来
年
度
こ
そ

は
、
心
置
き
な
く
楽
し
め
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

来
年
度
の
合
格
発
表
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

上
か
ら
目
線
で
は
な
く
、
謙
虚
に

佐
世
保
市
早
苗
町
　
牧
　
千
尋

　

日
常
の
会
話
で
聞
き
取
り
難

い
人
の
特
徴
は
、「
滑
舌
が
悪

い
。
声
が
小
さ
い
。
早
口
」
で

■歌舞伎や舞台について知識はあ
まりなく、演目も分からなかった
のですが、歌舞伎の役についての
丁寧な説明はとても勉強になりま
した。また舞台の裏側の映像があ
ったりと、すごく感動しました。
大河の裏話も面白かったです。色
んな役をされているということ、
衣装が30㎏や40㎏あり、とにか
く重たいんだということが理解で
きました。

佐世保市小島町●髙増　香里

■柔らかい語り口で、歌舞伎の色
んな裏話を教えて頂き、これから
歌舞伎を見るのが、とても楽しみ
になりました。今年度の最後に相
応しい講師で、ありがとうござい
ました。

佐世保市大宮町●田中　美禰

■今年度最後の講演が坂東玉三郎
さんで、本当に良かったです。私
より5歳ほど年上の方で、玉三郎
さんが18歳から20歳頃の時に初
めて女形の姿を拝見して、この方
が男性なのかと、目を疑ったのを
覚えています。自分を理解し、自
分や周りの人も愛して、これから
も自分と向かい合って生きていき
ます。ありがとうございました。

佐世保市里美町●宮㟢　義高

■舞台裏でのご苦労話、スタッフ
の皆様への細やかな心遣いや、己
に厳しく他人に優しく、愛情をも
って接することを学びました。夢
大学のスタッフの皆様、ありがと
うございました。

佐世保市大和町●宅島　冨士彌

■歌舞伎役者を演じながら、その
王道というか、本当のプロの考え
方を学ぶことができました。

佐世保市権常寺町●田中　和之

■今日の講師、理事長の挨拶にも
あったように、着物姿で登場され
るのだろうかと思っていました。
しかし、スーツ姿でスマートに登
場！語り口調も優しく、心の奥に
清々しく届き、心地良く講話を聴
くことができました。何事にも卑
下することなく、また上から目線
で下に物を言うことなく、素直に
人の心に訴えることの大事さ大切
さを、今また知り、これからも前
進して行けそうです。

佐世保市赤崎町●木村　典子

■歌舞伎役者、人間国宝の方と、
初めてお会いしました。スーツ姿
も決まって、お話もとっても素敵
でした。一度、歌舞伎を見たいと
思いました。勿論、玉三郎さんで
す。携帯も鳴らず、ここちの良い
講演、ありがとうございました。

佐世保市木風町●西　照美

■昔から大ファンの坂東玉三郎さ
んの講演。今年度の締めに相応し
いお話でした。舞台の様子など映
像を交えながら裏側も見せて下さ
り、興味深かったです。また、質
問コーナーを作って頂き、客席と
のやり取りでは、玉三郎さんの人
柄の良さを感じることが出来、そ
の中で「自分を知るのは苦しいけ
ど、人生を充実させる」と話され
たのは、心に響く言葉でした。

東彼杵郡川棚町●福田　慶子

坂東玉三郎�氏
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謙虚であれば、誰からでも学べる
す
。
同
じ
よ
う
に
、
何
を
言
い

た
い
の
か
分
か
り
難
い
人
の
特

徴
は
、「
考
え
を
整
理
せ
ず
に
、

思
い
付
き
で
話
す
。
結
論
を
先

送
り
し
て
、
回
り
く
ど
い
。
観

念
論
に
陥
り
が
ち
」
で
す
。

　

そ
れ
ら
と
は
逆
に
、
穏
や
か

で
は
っ
き
り
と
、
時
に
は
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
深
い
間

を
置
い
て
、
具
体
的
に
話
さ
れ

る
坂
東
玉
三
郎
さ
ん
。
ご
本
人

が
「
し
た
い
け
ど
、
話
が
来
な

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
最
適
な
お
仕
事
の

一
つ
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
謙
虚
で
あ
り
、

上
か
ら
目
線
で
な
く
同
じ
目
線

で
の
気
持
ち
で
い
た
ら
、
誰
か

ら
も
学
べ
る
」
と
心
を
込
め
て

語
ら
れ
た
の
が
、
胸
に
響
き
ま

し
た
。
理
想
の
役
者
像
を
知
る

貴
重
な
機
会
を
頂
き
、
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

美
し
く
あ
る
た
め
に

佐
世
保
市
東
山
町
　
中
溝
　
悦
美

　

今
回
も
飾
ら
ぬ
古
賀
理
事
長

の
お
話
で
、
日
本
の
最
低
気
温

は
１
９
０
２
年（
明
治
35
年
）旭

川
市
の
マ
イ
ナ
ス
41
℃
だ
と
知

り
、
想
像
も
付
か
な
い
と
は
言

え
、
佐
世
保
の
１
月
末
の
天
候

に
も
、
本
当
に
参
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
坂
東
玉
三
郎
さ
ん
の

講
演
、
凄
か
っ
た
で
す
ね
。
こ

う
い
う
方
が
人
間
国
宝
な
の
だ

と
、
目
の
当
た
り
で
見
て
感
動

し
ま
し
た
。
ご
実
家
が
歌
舞
伎

役
者
と
は
関
係
の
な
い
、
料
亭

で
、
多
く
の
芸
者
さ
ん
達
が
踊

る
姿
を
見
て
育
ち
、
幼
少
期
の

困
難
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
、
舞

踊
を
始
め
ら
れ
、
本
人
の
努
力

と
実
力
も
あ
り
、
７
歳
で
初
舞

台
っ
て
凄
い
で
す
。

　

ま
た
14
歳
で
「
５
代
目
坂
東

玉
三
郎
」
を
襲
名
。
天
才
と
し

か
言
え
な
い
で
す
ね
。
話
し
方

も
分
か
り
易
く
丁
寧
で
、
好
感

を
持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
夢

大
学
で
の
講
演
と
あ
っ
て
、
夢

の
あ
る
話
を
と
気
を
使
っ
て
、

色
々
普
通
見
せ
な
い
裏
話
も
さ

れ
、
興
味
津
々
で
し
た
。

　

後
半
の
質
問
後
、
美
し
く
あ

る
た
め
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
自

分
を
知
る
か
、
苦
し
い
事
に
向

き
合
う
か
、
逃
げ
な
い
自
分
で

い
る
か
、
人
間
と
の
繋
が
り
を

大
事
に
す
る
か
、
同
じ
目
線
で

み
て
常
に
謙
虚
で
人
か
ら
学
ぶ

事
を
常
と
し
て
生
き
て
い
く
。

そ
う
い
う
考
え
方
が
、
あ
の
美

し
い
身
の
こ
な
し
か
ら
滲
み
出

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
背
筋
が
伸
び
た

感
じ
で
し
た
。
美
し
い
映
像
も

楽
し
め
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
の
夢
大
学
も

楽
し
み
で
す
。

舞
台
に
生
き
る
姿
は
真
摯

北
松
浦
郡
佐
々
町
　
法
本
　
安
子

　

令
和
４
年
度
第
十
回
目
、
最

後
の
ト
リ
を
飾
る
に
相
応
し
い

坂
東
玉
三
郎
氏
の
待
ち
に
待
っ

た
登
壇
で
あ
る
。
秀
で
た
技
芸

と
類
ま
れ
な
美
し
さ
で
人
々
を

魅
了
す
る
現
代
歌
舞
伎
界
の
名

立
女
形
に
留
ま
ら
ず
、
監
督
、

演
出
、
大
学
教
授
と
多
岐
に
わ

た
る
ご
活
躍
で
、
人
間
国
宝
で

あ
ら
れ
る
。

　

和
装
で
は
な
く
ス
ー
ツ
姿
と

い
う
の
も
予
想
外
で
あ
り
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
が
趣
味
と
い
う
の

も
、
厳
し
い
芸
道
を
歩
か
れ
る

玉
三
郎
氏
に
は
至
福
の
時
間
だ

ろ
う
。

　

男
性
な
の
に
化
粧
を
し
、
着

物
を
纏
え
ば
、
女
性
を
遥
か
に

凌
ぐ
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
女
形

の
天
才
。「
舞
台
に
生
き
る
」

そ
の
姿
は
真
摯
で
、
初
め
て
の

大
河
出
演
の
折
の
役
作
り
と
、

そ
の
取
り
組
み
姿
勢
は
、
そ
こ

ま
で
や
る
の
か
と
驚
き
入
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

途
中
か
ら
質
問
形
式
で
、
そ

の
応
え
ぶ
り
は
、
誠
実
に
丁
寧

に
考
え
て
言
葉
を
選
び
な
が

ら
、
本
当
に
、
お
人
柄
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
穏
や
か
で
優
し

い
語
り
口
は
、
女
形
の
時
と
は

違
い
低
音
の
い
い
響
き
で
、
き

っ
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
向
い

て
い
ま
す
よ
。

　

一
生
に
一
度
で
い
い
か
ら
、

同
時
代
に
生
き
る
者
と
し
て
、

坂
東
玉
三
郎
の
世
界
、
こ
れ
ほ

ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
触
れ
な

い
の
は
勿
体
な
い
。

　

十
八
番
「
藤
娘
」
の
至
高
の

女
形
舞
踊
を
、
先
ず
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
観
よ
う
。

自
分
に
謙
虚
に
自
分
を
知
る

西
松
浦
郡
有
田
町
　
庄
村
　
雅
子

　

今
回
は
、
私
の
大
好
き
な
坂

東
玉
三
郎
さ
ん
。
壇
上
に
立
た

れ
た
時
か
ら
、
光
り
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。
数
年
前
、
歌
舞
伎

座
で
あ
げ
ま
き
を
観
た
時
、
お

人
形
様
か
と
思
う
程
の
女
形
の

美
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。

日
々
女
ら
し
く
み
え
る
演
じ
方

を
身
に
つ
け
る
努
力
を
さ
れ

て
、
人
間
国
宝
に
な
ら
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。「
役
者
は
自

分
に
謙
虚
に
、
自
分
を
知
る
」

こ
の
言
葉
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に

当
て
は
ま
る
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。
洋
服
姿
の
玉
三
郎
さ
ん
も

と
て
も
素
敵
で
す
が
、
娘
道
成

寺
の
姿
は
思
わ
ず
息
を
呑
む
美

し
さ
で
し
た
。
３
分
間
の
顔
つ

く
り
、
さ
す
が
プ
ロ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
部
屋
の
屏
風
に
も
こ

だ
わ
り
、
心
身
共
に
役
作
り
に

没
頭
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
！　

　

令
和
４
年
度
最
後
に
相
応
し

い
講
演
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今

年
度
も
素
晴
ら
し
い
学
び
の
時

間
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り

な
が
ら
毎
回
学
べ
た
の
は
、
夢

大
学
の
皆
様
の
気
配
り
、
心
配

り
の
お
陰
だ
と
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
４
月
か
ら
又
受
講
で

き
ま
す
よ
う
に
。

穏
や
か
な
玉
三
郎
節

西
松
浦
郡
有
田
町
　
竹
重
　
恵
子

　

そ
も
そ
も
玉
三
郎
さ
ん
の

「
声
」
が
聴
き
た
く
て
、「
夢
大

学
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

厳
し
い
日
々
の
稽
古
の
上
に

華
や
か
な
舞
台
が
あ
る
こ
と
は

誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

敢
え
て
会
場
に
語
り
か
け
る
よ

う
に
、
質
疑
応
答
の
形
式
で
会

を
進
め
ら
れ
た
の
は
、「
歌
舞

伎
」
を
身
近
に
感
じ
て
欲
し
か

っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
訥
々
と
優
し
く
話

し
か
け
ら
れ
る
口
調
に
は
、
穏

や
か
な
玉
三
郎
節
が
あ
り
ま
し

た
。

　

誠
実
に
語
ら
れ
る
間
の
中
に

さ
え
、
充
分
、
玉
三
郎
節
を
堪

能
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。



夢
の
つ
づ
き
〔
毎
月
１
日
発
行
〕
／
第
31
巻
第
11
号
／
通
巻
第
323
号
・
令
和
５
年
２
月
１
日
発
行

平
成
4
年
10
月
2
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
・
年
間
購
読
料
1
，７
０
０
円
（
郵
便
料
共
）

させぼ夢大学会報
発行●公益社団法人 させぼ夢大学
　　　編集委員会
事務局／〒857-0863
長崎県佐世保市三浦町4-30・松蔵ビル３F
TEL.0956-25-9555  FAX.0956-25-9545

https://www.yumedai.com/
E-mail:sasebo_yumedai@yahoo.co.jp
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5月18日㈭　18:30～20:00
狂言師

野村 萬斎氏
『�この辺りの者でござる�―�狂言のダイ
バーシティ＆インクルージョン＋SDGs』

7月20日㈭　18:30～20:00
早稲田大学教授

中林 美恵子氏
『�激変する国際情勢と日本の課題』

令和5年 

4月20日㈭　18:30～20:00
神田外語大学教授

興梠 一郎氏
『��中国はどこに向かうのか
�����―�習近平体制の現状と課題�―」

6月15日㈭　18:30～20:00
作家 

門田 隆将氏
『�時代を読み解く』

8月17日㈭　18:30～20:00
順天堂大学教授 

小林 弘幸氏
『�健康になる7つの習慣�―�健康は自
律神経のバランスで決まる�―』

9月18日（月・祝） 14:30～16:00
アパホテルグループ社長

元谷 芙美子氏
『�私が社長です。』

令和6年

1月11日㈭　18:30～20:00
柔道家

野村 忠宏氏 
『折れない心』

12月14日㈭　18:30～20:00
奈良大学教授

千田 嘉博氏
『�徳川家康と天下人の城』

10月19日㈭　18:30～20:00
落語家

三遊亭 好楽氏
『人生好んで楽しもう』

11月16日㈭　18:30～20:00
歌手

由紀 さおり氏
声楽家

安田 祥子氏
『童謡コンサート』

令和5年度（2023年度　第32期）講演会予定

※ 新型コロナウイルスの感染拡大状況や講師の都合、天災その他不測の事態により、開催日時の変更や延期、または講師を変更して代替開催する場合があります。

撮影：畠中和久氏


